
１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

3 件 19 百万円

1 件 20 百万円

２．事業価値を見極める融資手法をはじめ、中小企業に適した資金供給手法の徹底

108 件 1,089 百万円

5 名

３．地域の情報収集を活用した持続可能な地域経済への貢献

・下呂温泉謝肉祭への協賛
　（観光客誘致事業）

下呂温泉誘客増および地域活性化のためのイベン
ト、下呂温泉旅館組合が主催する同イベントに参加
飛騨牛・龍の瞳（全国米・食味鑑定コンクール金賞受
賞）、地元食材バザー等のほか、地元太鼓、特設足
湯、特設牧場・移動動物園などのイベントを行ってい
ます。
（約２，５００人の集客）

・観光立市である下呂市活性化の
ため、行政・業界団体と提供し、全
国の信用組合に対し、観光客誘
致のための案内文書を発送
　（観光客誘致事業）

２２年度についても、全国の信用組合に対し、理事長
の挨拶文と下呂温泉観光パンフレットを同封して、各
信用組合の「職員慰安旅行」「年金友の会旅行」等に
下呂温泉を利用していただきたい旨の依頼文書を発
送し、宿泊客の増加に寄与しております。

・子育て家庭応援キャンペーンへ
の参加

１８歳未満のお子様の人数に応じて、定期預金・定期
積金・各種ローンの金利を優遇する商品「子育て応援
団」を継続して行っています。

・ビジネスマッチングを目的とした
「異業種交流会」の開催

取引先経営者で構成する「益信経済クラブ経営講座」
を開催し、異業種間交流を図っています。当会は毎年
３回開催しており、地域経済の情報交換の場として毎
回多数の参加者があります。

全国の信組・信金の「年金旅行担当者」に呼び掛け、
参加信組６機関・信金６機関を下呂市に招待し、「地
域活性化セミナー」を初開催、観光資源の見学ツアー
に加え、受入れ態勢や助成金制度などを説明し来年
度の年金旅行に利用を決めるなど成果に結びつけま
した。

・地域活性化セミナーの開催

上部団体主催研修会への参加 派遣職員

取　組　み　項　目 取　組　み　内　容　等

・下呂温泉いで湯卓球大会の開催
　（観光客誘致事業）

第３回目の開催に全国各地域より４４０名が参加
（参加地域：愛知、三重、和歌山、山口、高知、富山、
福井、石川、静岡、宮城、埼玉、東京、栃木、新潟、岐
阜）　３日間

・県保証協会付融資の活用

・人材育成

平成22年度の「地域密着型金融」の取組み状況

・企業再生支援取組み

取　組　み　項　目 22年度実績

22年度実績取　組　み　項　目

・創業・新事業支援融資



【２２年４月～２３年３月】
（単位：先数）

α /Ａ β /α δ /α

 正常先 ① 0.0% -  

うちその他
要注意先

② 2.9% 0.0% 100.0%  

うち
要管理先

③ 0.0% - -  

 破綻懸念先 ④ 11.8% 0.0% 100.0%  

 実質破綻先 ⑤ 4.5% 100.0% 100.0%  

 破綻先 ⑥ 0.0% - -  

3.3% 11.1% 100.0%  

1.5% 11.1% 100.0%  

（注） ・期初債務者数及び債務者区分は22年４月当初時点で整理。

・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。

　※経営改善支援取組み先の定義については、これまでと同様ですが、詳細については別紙「経営改善支援取組み先の定義について」を参照。

・β には、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。

　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はα に含めるもののβ に含めない。

・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβ に含める。

・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期初の債務者区

　分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理すること。

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。

・γ には、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。

・みなし正常先については正常先の債務者数に計上のこと。

・「再生計画を策定した先数δ 」＝「中小企業再生支援協議会の再生計画策定先」＋「ＲＣＣの支援決定先」＋「金融機関独自の再生計画策定先」

要
注
意
先

Ａ α 　 β γ

合　　計 594 9

4 0 0

【その２】
経営改善支援等の取組み実績

期初
債務者

数
うち

経営改
善支援
取組み
先数

経営改善
支援取組

み率

ランク
アップ率

再生計画
策定率α のうち

期末に
債務者
区分が
ランク
アップし
た先数

α のうち
期末に
債務者
区分が
変化しな
かった先
数

α のうち
再生計
画を策
定した先
数

δ

324 0 0 0

6 6

19 0 0 0 0

208 6 0

2

22 1 1 0 1

17 2 0 1

0 0

小　　計
（②～⑥の計）

270 9 1 7 9

1 7 9




